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設計コンセプト

施設解説

市内給食調理施設再整備の要として計画始動

働き手に優しい機能性と次世代につなぐものを作る建物

子どもたちの健やかな成長を支えて

市原市長　小出　譲治

市原学校給食センター　完成
（９） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　８月３０日　（金曜日）
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■建　物　名　称：市原市新学校給食共同調理場
■所　在　地：千葉県市原市郡本１丁目４番地
■事　業　主：市原市
■建　築　主：株式会社市原学校給食サービス
■設計・監理：株式会社久米設計
■施　　　工：鹿島建設株式会社

■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・階数：Ｓ造地上３階建て
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡（容積対象面積，．㎡）
■工　　　期：年４月１日～年２月

　市原市に所在する学校給食共同調理場はこれまで、６カ所の
共同調理場で、全小中学校（小学校校、中学校校）に対し、
約，食の完全給食を提供してきた。施設の多くは開設後
年以上が経過し、最新の学校給食衛生管理基準に届かず、安全
かつ安定的な給食の提供に対する懸念や、施設、設備等の老朽
化による維持管理が課題とされていた。

　市は安全・安心な学校給食を安定的に提供し、学校給食共同
調理場全体としての質と量、コストの最適化を踏まえた再整備
を進めるため、「市原市学校給食共同調理場再整備計画」を策
定し、新たな給食センター整備を模索した。
　各学校給食共同調理場の構造躯体の老朽化調査の結果、【市
原第一】【市原第二】の鉄筋の発錆が進んだことによるコンク
リートの爆裂、鉄骨の腐食が進行し、構造躯体の状況が悪い。

その他の施設でもクラックが多く発見され、コンクリートの爆
裂が今後懸念される。
　施設内部、屋根・屋上、外壁、電気・機械設備とも大規模な
補修、改修が必要と判断された建物のうち、【市原第二】は他
の調理場に比べ食数が少なく、建て替え期間中は他の調理場へ
の食数の振り分けが容易とされた。また、当該地は配送校が集

中する地域に立地しており、隣接する【市原第一】閉鎖後の敷
地を合わせて整備することで提供食数の多い調理場への建替え
が可能と判断された。この計画によって【市原第二】が解体さ
れ、跡地に新調理場が整備された。これから【市原第一】の建
物解体が本格化し、年度には駐車場なども含め両敷地を統
合した新たな施設が整う予定だ。

　年３月に整備・運営事業者選定プロポーザルで東洋食品
グループが特定され、６月に設計開始、年４月着工、その
後カ月間の施工期間を経て、竣工（仮使用開始）しました。
市原市教育総務部学校保健課をはじめとする多くの方々のご指
導を賜り、本体完成に至ったことを厚く御礼申し上げます。
　設計コンセプトは、市原市の次世代を担う児童・生徒のため、

市の事業目的に対応した以下の五つを掲げ、基本重点項目とし
て対応しました。
①適温給食と多様な献立に対応したおいしい給食を提供する積
層型（３階建て）の給食調理場
②ＨＡＣＣＰの概念に対応し、食物アレルギーの対応食などに
もきめ細やかに給食提供ができる施設
③食育推進に向けた教育・研修環境の整備

④自然災害に備え、機能維持できる施設整備
⑤ＳＤＧｓへの対応推進
　外観は、白とグレーを基調とし、搬入口、搬出口などにカラ
フルな色とサッシの黒色を使い、メリハリのある、清潔感を感
じることのできる外観としました。内部からは、外の緑や青い
空を感じられる高窓などを生かし、働き手に優しい建物とする

ことを目指しています。機能性を追求するだけでなく、この建
物が次世代につなぐものを作るということをテーマとして設計
を行いました。

　株式会社久米設計　設計本部
　医療福祉設計室　部長　小西　剛

　千葉県市原市が整備していた「市原学校給食センター」が完成し、９月から調理
場などを稼働させる。既存施設であった市原第二共同調理場を解体し、ＨＡＣＣＰの
概念に基づく衛生管理を徹底した学校給食を提供できる積層型施設が建設された。
設計監理を久米設計、施工を鹿島が担当。東洋食品らが設立した特別目的会社（Ｓ
ＰＣ）の市原学校給食サービスが管理運営する。

　市原市は、房総半島の中央に位置する千葉県内最大の．の市域を有する広域都
市です。これまで６つの学校給食共同調理場により、市立小中学校全校の完全給食を
実施しておりました。
　こうした中、施設や設備の老朽化の進行を踏まえ、子どもたちに安全・安心な学校給
食を安定的に提供するため、調理場全体としての質と量、コストの最適化を図る「市原
市学校給食共同調理場再整備計画」を令和元年度に策定し、再整備を着実に進めてまい
りました。
　そして、この度、多くの方々の御協力のもと、学校給食衛生管理基準や食物アレルギー
等に対応した新たな学校給食共同調理場「市原学校給食センター」が完成し、令和６年
９月から全小学校へ給食の提供を開始いたします。

　本施設は、鉄骨造地上３階建てで、１階は荷受室や配送室等、２階は給食調理エリア
等となっており、食材の受入れから調理・配送まで、人や食材による交差汚染が発生し
ないよう作業区域を明確にゾーニングし、各室を適切に配置しております。また、最新
の調理設備や食物アレルギー対応食の調理室を設置し、調理能力は最大，食／日
（２献立）と、将来的に市内全小中学校に提供することが可能です。３階は給食に関す
る展示コーナーや調理を疑似体験できるコーナーなどを設置し、食育機能の充実を図り
ました。
　この「市原学校給食センター」が、多くの方に親しまれ、市原市の未来を担う子ども
たちの健やかな成長を支えるとともに、食育の中心的な役割を担う施設になるよう引き
続き取り組んでまいります。
　結びに、施設の整備に当たり、御協力を賜りました全ての皆様に心より感謝を申し上
げます。


